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海
・
山
・
温
泉　

人
が
輝
く　

夢
と
温
も
り
の
郷

―

新
温
泉
町
の
未
来
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
総
合
計
画
を
策
定
中
！―

　

こ
れ
ま
で
旧
町
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
総
合
計
画

を
樹
立
し
町
の
運
営
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
の
合
併
に
よ
り
、
新
町
ま
ち
づ
く
り
計
画
（
新
町
建
設
計
画
）
の
将
来

像
「
海
・
山
・
温
泉　

人
が
輝
く　

夢
と
温
も
り
の
郷
」
を
基
本
に
、
町
の
将
来
構

想
で
あ
る
第
１
次
の
総
合
計
画
の
策
定
に
向
け
て
、
新
温
泉
町
総
合
計
画
審
議
会
に

お
い
て
調
査
・
審
議
し
て
い
ま
す
。

総
合
計
画
っ
て
な
ん
だ

ろ
う
？

　

地
方
自
治
法
に
「
市
町
村
は
、
そ
の

事
務
を
処
理
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
議

会
の
議
決
を
経
て
そ
の
地
域
に
お
け
る

総
合
的
か
つ
計
画
的
な
行
政
の
運
営
を

図
る
た
め
の
基
本
構
想
を
定
め
、
こ
れ

に
即
し
て
行
う
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
あ
り
ま
す
。
な
ん
だ
か
難

し
そ
う
で
す
が
、
こ
の
地
方
自
治
法
に

基
づ
き
、
町
が
め
ざ
す
将
来
の
姿
や
達

成
す
る
目
標
、
そ
の
た
め
の
手
段
を
ま

と
め
た
も
の
が
総
合
計
画
で
す
。
長
期

的
視
野
に
立
っ
て
10
年
後
の
町
の
姿
を

描
き
、
住
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
た

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
大
切
な

計
画
で
す
。

　

ま
た
、
自
治
体
経
営
に
お
け
る
最
上

位
の
計
画
と
な
る
も
の
で
、
町
の
あ

ら
ゆ
る
施
策
や
計
画
の
基
礎
に
な
り
ま

す
。
浜
坂
町
と
温
泉
町
が
合
併
し
た
と

き
に
策
定
し
た
「
新
町
ま
ち
づ
く
り
計

画
」
の
内
容
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、
社

会
・
経
済
環
境
の
変
化
や
新
た
な
住
民

ニ
ー
ズ
を
ふ
ま
え
、
将
来
に
わ
た
っ
て

活発な議論が繰り広げられる「総合計画審議会」
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代
表
者
、
識
見
者
及
び
公
募
委
員
な
ど

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。（
表
）

　

審
議
会
委
員
の
み
な
さ
ん
は
町
長
か

ら
の
意
見
の
求
め
に
応
じ
、
計
画
策
定

に
関
す
る
重
要
事
項
を
調
査
・
審
議
し
、

意
見
を
述
べ
ま
す
。

（
こ
れ
ま
で
の
会
議
の
開
催
経
過
）

◇
６
月
５
日
（
第
１
回
審
議
会
）

　

審
議
会
会
長
に
石
原
八
一
さ
ん
、
副

会
長
に
松
田
博
之
さ
ん
が
選
任
さ
れ
、

策
定
方
針
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
確
認
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
審
議
会
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

で
あ
る
細
尾
勝
博
さ
ん（
国
土
交
通
省
・

観
光
カ
リ
ス
マ
）
か
ら
「
ま
ち
の
資
源

を
生
か
し
た〝
地
域
経
営
〟」と
題
し
て
、

基
調
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◇
６
月
27
日
（
第
２
回
審
議
会
）

　

町
内
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
し
て
町

民
交
流
バ
ス
を
利
用
し
て
、
タ
ウ
ン

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
実
施
し
ま
し
た
。

◇
８
月
３
日
（
第
３
回
審
議
会
）

　

効
率
的
に
審
議
す
る
た
め
、
２
つ
の

小
委
員
会
が
構
成
さ
れ
ま
し
た
。

◇
９
月
４
日
（
第
４
回
審
議
会
）

　

小
委
員
会
ご
と
の
テ
ー
マ
に
沿
っ

て
、
グ
ル
ー
プ
討
議
し
ま
し
た
。

　　

ま
た
、
行
政
側
で
も
、
職
員
で
構
成

す
る
庁
内
調
整
委
員
会
や
庁
内
公
募
に

よ
り
組
織
さ
れ
た
ワ
ー
キ
ン
グ
会
議
等

が
審
議
会
と
連
携
し
、
将
来
の
構
想
づ

く
り
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
ま
ち
づ
く
り
ア
イ
デ
ア
は
が

き
の
提
案
や
10
月
20
日
に
開
催
予
定
の

「
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
な
ど
で
住

民
意
見
を
い
た
だ
き
、
参
画
と
協
働
を
図

り
な
が
ら
計
画
を
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

新温泉町総合計画審議会　委員名簿

（平成 18年 9月 1日現在）
№ 氏　　名 選出団体等
1 朝　野　泰　弘 湯村温泉旅館料飲組合
2 石　原　八　一 浜坂地域連合自治会
3 岡　田　衆　二 温泉地域区長協議会
4 川　元　勝　利 農業委員
5 北　村　幸　男 公募委員
6 城　戸　智　明 ＪＡたじま
7 熊　本　善　孝 浜坂町漁協
8 桑　原　修　身 教育委員
9 笹　谷　浩　二 知識経験者
10 佐　藤　　弘 公募委員
11 田　中　明　美 知識経験者
12 谷　岡　　整 浜坂観光協会
13 田　村　　昭 議会議員
14 寺　谷　　健 議会議員
15 中　井　賢　一 町社会福祉協議会
16 西　垣　洋　子 浜坂地域婦人会
17 松　田　博　之 温泉町商工会
18 守　山　康　博 浜坂町商工会

重
点
的
に
取
り
組
む
ま
ち
づ
く
り
の
方

向
性
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
は
厳
し
い
財
政
事
情
が
続
く
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
持
続
可

能
な
行
政
経
営
を
進
め
て
い
く
指
針
と

な
る
よ
う
な
計
画
に
し
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
ふ
う
に
総
合
計

画
は
つ
く
ら
れ
る
の
？

　

総
合
計
画
を
策
定
す
る
に
あ
た
り
、

総
合
計
画
審
議
会
が
設
置
さ
れ
ま
す
。

審
議
会
は
委
員
18
人
と
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

３
人
で
、
委
員
は
町
内
の
住
民
団
体
の

◆基本構想…まちづくりの将来像と基本的な考え方 (方向性 )を示しています。
　平成 19年度から、平成 28年度を目標年度とする 10か年計画です。
◆基本計画…基本構想に基づき、体系的・計画的な基本施策を分野ごとにまと
　めます。前期・後期の各 5か年の計画です。
◆実施計画…基本計画を基盤として、毎年の予算編成の指針となる具体的な計
　画です。計画期間は 3か年で、毎年見直しを行います。

＜アドバイザー＞
1 中　川　幾　郎 帝塚山大学大学院法政策研究科、大学法政策学部教授
2 安　藤　隆　一 前但馬県民局副局長
3 細　尾　勝　博 国土交通省観光カリスマ

（敬称略）
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町政のうごきから
　

こ
の
日
は
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
と
ビ
ー
チ

サ
ッ
カ
ー
に
町
内
外
か
ら
約
５
０
０
人

の
選
手
が
集
ま
り
ま
し
た
。
実
行
委
員

長
と
し
て
あ
い
さ
つ
し
た
馬
場
町
長
は

「
海
辺
の
空
間
は
う
る
お
い
と
や
す
ら

ぎ
、
夢
と
希
望
を
与
え
て
く
れ
る
場
所

で
あ
り
、
山
陰
海
岸
国
立
公
園
の
中
心

地
と
し
て
浜
坂
海
岸
の
活
用
を
再
認
識

し
て
も
ら
え
れ
ば
あ
り
が
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
（
４

人
制
）
に
は
、
55
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま

し
た
。
予
選
リ
ー
グ
を
勝
ち
抜
い
た
24

チ
ー
ム
が
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を
行

い
ま
し
た
。　

ビ
ー
チ
サ
ッ
カ
ー
（
５

人
制
）は
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
ズ
カ
ッ
プ（
中

学
生
以
上
一
般
）
に
15
チ
ー
ム
、
キ
ッ

ズ
カ
ッ
プ
（
小
学
生
）
に
８
チ
ー
ム
が

参
加
し
、
暑
い
太
陽
の
下
で
熱
い
戦
い

を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
特
別
ゲ
ス
ト
の
高
尾
和
行 

監
督
（
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
佐
伯
／
鈴
木
ペ

ア
監
督
）、
青
山
繁
選
手
（
東
レ
）、
南

克
幸
選
手
（
三
好
Ｅ
Ｋ
Ｇ
大
分
）、
足

立
和
弘
選
手
（
Ｎ
Ｅ
Ｃ
）、
浅
倉　

勇

選
手（
Ｎ
Ｅ
Ｃ
）に
よ
る
エ
キ
シ
ビ
ジ
ョ

ン
マ
ッ
チ
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
も
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
体

験
、
カ
ヌ
ー
・
バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト
試
乗
会

な
ど
を
行
い
、
参
加
者
ら
は
楽
し
い
一

日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

▼
開
催
日
時　

10
月
22
日
（
日
）
午
後

２
時（
開
場
）午
後
２
時
30
分（
開
演
）

▼
開
催
場
所　

夢
ホ
ー
ル
（
湯
）

▼
主
催　

Ｓ
ｐ
ａ
！
Ｄ
ｒ
ｅ
ａ
ｍ
音
楽

祭
実
行
委
員
会

▼
後
援　

新
温
泉
町
・
新
温
泉
町
教
育

委
員
会
・
新
日
本
海
新
聞
社
・
日
本

海
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

▼
公
演
内
容

「
猪
俣
猛
グ
ル
ー
プ
の
演
奏
」

…
永
遠
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

◇
演
奏
曲
目
（
予
定
）

　

・
枯
葉

　

・
酒
と
バ
ラ
の
日
々

　

・
Ａ
列
車
で
行
こ
う

　

・
ス
タ
ー
ダ
ス
ト

　

・
テ
イ
ク
フ
ァ
イ
ブ

　

・
テ
ネ
シ
ー
ワ
ル
ツ　

そ
の
他

▼
入
場
料　

大
人
２
５
０
０
円
（
当
日

３
０
０
０
円
）
小
人
（
小
・
中
・
高
）

　

２
０
０
０
円
（
当
日
２
３
０
０
円
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

Ｓ
ｐ
ａ
！
Ｄ
ｒ
ｅ
ａ
ｍ
音
楽
祭
実
行

委
員
会（
事
務
局
・
新
温
泉
町
企
画
課
）

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
４

―

ビ
ー
チ
の
季
節
到
来―

浜
坂
県
民
サ
ン
ビ
ー
チ
で
熱
戦

　

新
温
泉
町
誕
生
の
記
念
事
業
と
し
て
住
民
に
海
辺
の
空
間
の
す
ば
ら
し
さ
を
再
認

識
し
て
も
ら
お
う
と
、
初
の
取
り
組
み
と
し
て
夏
の
日
差
し
が
照
り
つ
け
る
８
月
12

日
（
土
）、
浜
坂
県
民
サ
ン
ビ
ー
チ
で
「
び
～
ち
ふ
ぇ
す
た　

２
０
０
６　

い
ん　

し
ん
お
ん
せ
ん
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

―

合
併
1
周
年
記
念
事
業―

「
Ｓ
ｐ
ａ
！
Ｄ
ｒ
ｅ
ａ
ｍ
音
楽
祭
」
の
ご
案
内

H18（2006）.9.14
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住
民
が
音
楽
に
よ
る
感
動
を
味
わ
う
と
と
も
に
本
町
の
音
楽
レ
ベ
ル
の
向
上
を
図

り
、
音
楽
を
通
じ
た
地
域
づ
く
り
、
人
づ
く
り
を
展
開
し
、
ま
ち
お
こ
し
へ
と
つ
な

げ
る
た
め
、
日
本
を
代
表
す
る
超
一
流
ド
ラ
マ
ー
猪
俣
猛
さ
ん
を
お
迎
え
し
て
「
Ｓ

ｐ
ａ
！
Ｄ
ｒ
ｅ
ａ
ｍ
音
楽
祭
」
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
住
民
の
皆
さ
ま
も
ぜ

ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

ビーチバレーボール大会

猪俣猛さん



早
急
に
交
通
安
全
対
策

整
備
を

　

両
町
が
合
併
し
１
年
が
来
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
色
々
な
諸
問
題
、
課
題
が

新
温
泉
町
で
は
山
積
み
で
す
が
、
最
近

の
交
通
状
況
を
踏
ま
え
た
時
、
県
道
浜

坂
井
土
線
が
唯
一
の
交
通
ル
ー
ト
で
あ

り
ま
す
。
先
般
、
栃
谷
内
で
大
型
バ
ス

同
士
の
す
れ
違
い
の
折
、民
家
の
屋
根
、

廂
と
接
触
す
る
な
ど
の
問
題
が
あ
り
、

現
在
、
土
木
事
務
所
（
県
道
）
と
し
て

ト
ン
ネ
ル
化
が
具
体
化
さ
れ
、
近
く
着

工
さ
れ
る
と
の
こ
と
。
大
変
喜
ば
し
い

こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、同
じ
県
道
で
あ
り
ま
す
が
、

井
土
地
内
の
県
道
の
状
況
に
つ
い
て
、

大
変
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
の
通
学
路
で
あ
り
な

が
ら
、
将
来
計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。
バ
イ
パ
ス
化
、
あ
る
い
は
ト
ン

ネ
ル
化
な
の
か
。
広
報
等
で
計
画
案
が

あ
れ
ば
お
知
ら
せ
を
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
大
き
な
事
故
が
あ
っ
て
初

め
て
動
く
行
政
で
は
だ
め
だ
と
思
い
ま

す
。
最
近
は
、
多
く
の
ダ
ン
プ
が
何
百

台
も
通
行
し
て
い
る
状
況
で
す
。
子
ど

も
た
ち
の
脅
え
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。

県
へ
の
早
急
な
る
働
き
か
け
を
期
待
し

ま
す
。
町
同
志
の
交
流
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。

（
50
歳
代
・
男
性
）

（
回
答
）

①
栃
谷
バ
イ
パ
ス
に
つ
い
て

　

集
落
内
の
迂
回
道
路
と
し
て
、
県
道

浜
坂
井
土
線
栃
谷
バ
イ
パ
ス
（
延
長

１
１
０
０
ｍ
。内
ト
ン
ネ
ル
２
５
７
ｍ
）

を
計
画
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
用
地
確

保
が
進
ん
で
お
り
、
平
成
18
年
～
22
年

度
の
５
カ
年
計
画
で
工
事
を
進
め
る
予

定
で
す
。

②
井
土
地
内
に
つ
い
て

　

井
土
集
落
南
部
の
住
宅
連
た
ん
地
域

に
一
部
、
歩
道
保
全
の
た
め
車
道
と
の

間
に
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が
設
置
さ
れ
狭
く

感
じ
る
区
間
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
部
分

　

―

ま
ち
づ
く
り
ア
イ
デ
ア
は
が
き―

皆
さ
ま
の
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
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町政のうごきから
　

本
町
は
、
住
民
の
参
画
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
践
す
る
た
め
、
本
年
５

月
か
ら
広
報
し
ん
お
ん
せ
ん
に
「
ま
ち
づ
く
り
ア
イ
デ
ア
は
が
き
」
を
掲
載
し
、
皆

さ
ま
か
ら
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
ア
イ
デ
ア
（
意
見
、
提
案
及
び
要
望
）
を
募
集
し

ま
し
た
。
こ
の
た
び
、
１
人
か
ら
３
項
目
の
ア
イ
デ
ア
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、

そ
の
う
ち
の
主
な
提
案
と
そ
の
内
容
を
掲
載
し
ま
す
。（
敬
称
略
・
そ
の
他
の
提
案

に
つ
い
て
は
個
別
に
回
答
し
ま
す
）

　

な
お
、
今
後
も
隔
月
に
「
ま
ち
づ
く
り
ア
イ
デ
ア
は
が
き
」
を
掲
載
し
ま
す
。
将

来
の
新
温
泉
町
の
た
め
、
一
人
ひ
と
り
の
ま
ち
づ
く
り
に
か
け
る
熱
い
思
い
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

「まちづくり　アイデア　はがき」
　　■町への意見・提案・要望などを書いてください。

広報紙に掲載する場合は、氏名を載せてよい・とく名を希望
（どちらかを○で囲ってください）

�
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を
含
め
て
、
今
岡
か
ら
国
道
９
号
ま
で

の
間
、
約
２
㎞
は
片
側
一
車
線
の
全
幅

７
ｍ
で
集
落
内
を
縦
走
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
冬
期
積
雪
時
に
は
凍
結
が

著
し
い
箇
所
も
あ
り
、
危
険
な
状
態
は

住
民
の
不
安
を
抱
き
一
日
も
早
い
改
善

が
要
望
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
県
道
は
主
要
地
方
道
で
あ
り
、
県

内
２
時
間
「
高
速
道
６
基
幹
軸
」
整
備

促
進
に
あ
わ
せ
、
鳥
取
豊
岡
宮
津
自
動

車
道
を
連
結
す
る
幹
線
の
重
要
路
線
と

な
り
ま
す
。
事
業
主
体
の
兵
庫
県
は
、

「
社
会
基
盤
整
備
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
目

標
と
基
本
施
策
を
掲
げ
て
平
成
24
年
度

ま
で
の
10
ヵ
年
計
画
を
策
定
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
現
段
階
で
は
当
該
箇
所

の
改
良
計
画
が
計
上
さ
れ
て
い
な
い
た

め
、
具
体
的
な
回
答
が
で
き
ま
せ
ん
。

今
後
、プ
ロ
グ
ラ
ム
の
見
直
し
時
に
は
、

必
要
改
良
区
間
と
し
て
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

　
　
　
　
　
（
建
設
課
長　

尾
崎
睦
夫
）

広報しんおんせん（8月号）

H18（2006）.9.14

町政のうごきから

郵　便　は　が　き

新温泉町役場企画課

「まちづくり アイデア はがき」係行

■住　所

　　新温泉町

電話　　　　－　　　　　　　　

■氏　名（ふりがな） 年 齢 　　   歳

性 別 男  ・  女 

※個人情報は、「まちづくりアイデアはがき」の目的以外には使用しま
せん。

※住所、氏名等の記載のないはがきへの回答はできませんのでご了承ください。

6 6 9 6 7 9 2

　

交
通
安
全
に
貢
献
し
、
顕
著
な
功
績

の
あ
っ
た
市
町
に
対
し
て
交
通
安
全
対

策
委
員
会
委
員
会
の
会
長
で
あ
る
兵
庫

県
知
事
か
ら
贈
ら
れ
る
「
会
長
表
彰
」

が
、
８
月
28
日
（
月
）、
新
温
泉
町
に

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
、
昨
年
７
月
に
旧
温
泉
町

で
死
亡
事
故
が
発
生
し
て
以
来
、
本
町

は
合
併
後
に
お
い
て
も
連
続
３
０
０
日

死
亡
事
故
が
発
生
し
て
い
な
い
こ
と
が

評
価
さ
れ
て
の
受
賞
と
な
っ
た
も
の
で

す
。
当
日
は
、
兵
庫
県
県
民
政
策
部
交

通
安
全
課
の
尾
崎
課
長
が
来
庁
し
、
馬

場
町
長
に
表
彰
状
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

尾
崎
課
長
は
「
県
下
の
合
併
市
町
は

比
較
的
交
通
事
故
の
発
生
率
が
高
い

が
、
新
温
泉
町
の
よ
う
に
合
併
後
も
死

亡
事
故
が
発
生
し
て
い
な
い
の
は
、
す

ば
ら
し
い
こ
と
で
あ
り
今
後
も
継
続
し

て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
を
機
に
、
全
体
の
４
割
近

く
を
占
め
て
い
る
高
齢
者
事
故
に
つ
い

て
も
注
意
を
促
し
て
ほ
し
い
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　

表
彰
を
受
け
取
っ
た
馬
場
町
長
は

「
交
通
事
故
の
防
止
に
向
け
、
住
民
と

と
も
に
意
識
の
啓
発
を
図
る
こ
と
が
重

要
。
今
後
も
新
温
泉
町
の
住
み
や
す
さ

を
認
識
し
て
も
ら
え
る
よ
う
務
め
て
い

き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

本
町
が
交
通
安
全
対
策
委
員
会
会
長
表
彰
を
受
賞



町政のうごきから
　

旧
温
泉
町
時
代
か
ら
毎
年
１
度
開
催

し
て
き
た
「
温
泉
地
域
県
道
改
修
促
進

大
会
」
を
８
月
30
日
（
水
）、
温
泉
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
す
こ
や
か
～
に
」

で
開
催
し
ま
し
た
。
同
大
会
は
、「
県

道
若
桜
湯
村
温
泉
線
」「
県
道
岸
田
諸

寄
線
」「
県
道
久
斗
山
今
岡
線
」及
び「
県

道
熊
谷
味
取
線
」
の
改
修
促
進
を
目
的

に
関
係
地
区
の
役
員
な
ど
が
参
加
し
、

あ
ら
か
じ
め
各
委
員
会
ご
と
に
要
望
を

取
り
ま
と
め
た
項
目
を
同
大
会
で
土
木

事
務
所
な
ど
に
提
案
す
る
も
の
で
、
兵

庫
県
新
温
泉
土
木
事
務
所
の
担
当
課
長

ら
と
進
捗
状
況
や
当
面
す
る
計
画
な
ど

を
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

兵
庫
県
新
温
泉
土
木
事
務
所
の
加
納

所
長
か
ら
、
県
政
に
お
け
る
公
共
投
資

が
減
少
し
て
い
る
が
新
温
泉
町
に
は
効

率
的
、
効
果
的
な
予
算
配
分
に
よ
り
住

民
の
安
心
、
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
き
て
い
る
と
い
っ
た
こ
と
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
西
垣
道
路

整
備
課
長
か
ら
は
路
線
ご
と
の
整
備
状

況
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、各
委
員
会
代
表
者
か
ら「
歩

道
の
拡
充
」「
冬
場
の
ス
リ
ッ
プ
事
故

も
発
生
し
て
い
る
の
で
早
期
に
道
路
整

備
を
進
め
て
ほ
し
い
」
な
ど
と
い
っ
た

要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
西
垣
課
長
は
「
事

業
費
な
ど
工
事
着
手
の
目
途
が
立
っ
て

い
な
い
区
間
や
、
１
、２
年
で
は
で
き

な
い
区
間
も
あ
る
が
、
地
元
の
協
力
を

得
な
が
ら
用
地
買
収
、
現
地
測
量
な
ど

を
行
っ
て
、
早
期
実
現
を
図
り
た
い
」

と
い
っ
た
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

多
く
の
県
民
が
走
者
や
ス
タ
ッ
フ
と

し
て
参
加
す
る
こ
と
で
、
開
催
機
運
の

醸
成
を
図
る
た
め
、
９
月
23
日
（
土
）、

本
町
に
お
い
て
も
「
の
じ
ぎ
く
兵
庫
国

体
・
の
じ
ぎ
く
兵
庫
大
会
（
全
国
障
害

者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
）
大
会
旗
・
炬
火
リ

レ
ー
」
を
行
い
ま
す
。

　

当
日
、
温
泉
地
域
で
は
温
泉
町
民
セ

ン
タ
ー
を
午
前
10
時
30
分
に
出
発
し
、

温
泉
総
合
支
所
を
経
由
し
Ｊ
Ａ
た
じ
ま

温
泉
肉
の
店
ま
で
の
２
区
間
１
・
４
㎞

を
、
浜
坂
地
域
で
は
午
前
11
時
10
分
に

Ｊ
Ｒ
浜
坂
駅
を
出
発
し
、
新
温
泉
町
役

場
を
経
由
し
浜
坂
県
民
サ
ン
ビ
ー
チ
ま

で
の
２
区
間
１
・
６
㎞
を
小
・
中
学
生
、

高
校
生
及
び
浜
坂
・
温
泉
走
ろ
う
会
の

総
勢
48
人
の
住
民
が
炬
火
を
走
り
つ
な

ぎ
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
声
援
を
お
願
い

し
ま
す
。

‐
問
い
合
わ
せ
‐

　

教
育
委
員
会　

社
会
教
育
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
９

　

教
育
委
員
会
分
室（
温
泉
総
合
支
所
内
）

　

℡（
０
７
９
６
）92
‐
１
１
３
１（
代
）

温
泉
地
域
県
道
改
修
促
進
大
会
を
開
催
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―
の
じ
ぎ
く
兵
庫
国
体
・
の
じ
ぎ
く
兵
庫
大
会―

本
町
で
大
会
旗
・
炬
火
リ
レ
ー
を
開
催

契 約 請 負 状 況   （250 万円以上 )
工 事 ・ 事 業 名 場所 規　　　　　模 契約額 ( 円 ) 工　　　　　   期 業　者　名

浜坂東小学校障害
児学級増築工事 高末 障害児学級増築　１式 21,270,900 平成 18年 7月 21日～　平成 18年 10月 31日 ㈲岡市組

春来小学校雪害復
旧工事 春来

プール、グランド、フェ
ンス復旧　1式   2,835,000 平成 18年 8月 9日～　平成 18年 9月 20日 ㈲田中工務店

夢が丘中学校営繕
工事 細田

登校階段滑り止め、玄関
前屋根防水、給食室前階
段結露対策　1式

  2,730,000 平成 18年 8月 9日～　平成 18年 9月 22日 尾﨑建設㈱

関係地区役員らが出席した県道改修促進大会
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昨
年
４
月
か
ら
休
館
し
て
い
た
「
マ

リ
ン
ポ
ー
チ
」
の
再
生
を
図
る
た
め
、

本
町
は
観
光
関
係
者
な
ど
か
ら
な
る

「
新
温
泉
町
マ
リ
ン
ポ
ー
チ
利
用
計
画

検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
、７
月
24
日
、

浜
坂
多
目
的
集
会
施
設
で
同
委
員
会
の

初
会
合
を
行
い
ま
し
た
。

　

マ
リ
ン
ポ
ー
チ
は
平
成
６
年
の
但

馬
・
理
想
の
都
の
祭
典
に
あ
わ
せ
て
、

旧
浜
坂
町
の
財
産
で
あ
る
「
海
」
へ
の

理
解
を
深
め
る
学
習
活
動
の
場
と
観
光

拠
点
と
し
て
の
役
割
を
兼
ね
備
え
た
施

設
と
し
て
、
浜
坂
県
民
サ
ン
ビ
ー
チ
の

一
角
に
建
設
し
た
も
の
で
す
。し
か
し
、

施
設
の
経
年
劣
化
に
よ
る
機
械
設
備
の

不
具
合
と
、
一
昨
年
の
台
風
23
号
の
影

響
に
よ
り
施
設
本
体
に
被
害
が
発
生
し

た
た
め
、
将
来
的
な
運
営
計
画
に
基
づ

く
修
繕
を
行
う
た
め
当
分
の
間
、
休
館

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
も
の
で
す
。

　

今
後
は
、
本
年
中
に
委
員
会
を
４
回

程
度
開
催
し
、
施
設
再
開
に
向
け
て
の

利
用
方
策
を
取
り
ま
と
め
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。
な
お
、
検
討
委
員
会
の
メ

ン
バ
ー
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称

略
）

　

８
月
31
日
、
役
場
町
長
室
で
行
っ
た
締

結
式
に
は
、
建
築
業
協
会
会
長
の
㈱
山
根

工
務
店
代
表
取
締
役
の
山
根
真
吾
さ
ん

ら
が
訪
れ
、
馬
場
町
長
と
協
定
書
に
調
印

し
ま
し
た
。
協
定
の
内
容
は
、
建
設
資
機

材
、
人
材
を
提
供
し
、
建
物
の
倒
壊
、
損

壊
に
伴
う
人
命
救
助
の
た
め
の
障
害
物
の

除
去
作
業
に
協
力
す
る
こ
と
な
ど
を
目

　

本
町
は
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
観
光
地
づ

く
り
と
観
光
客
の
増
加
を
目
指
し
て
、

全
国
的
に
も
珍
し
い
、
温
泉
を
利
用
し

た
「
ペ
ッ
ト
温
泉
施
設
（
仮
称
）」
を

建
設
し
ま
す
。

　

同
施
設
は
、「
犬
や
猫
と
一
緒
に
旅

行
し
た
い
」
と
願
う
観
光
客
や
町
内
在

住
の
人
が
「
旅
行
に
出
か
け
る
と
き
な

ど
一
時
預
入
れ
が
で
き
る
施
設
を
」
と

の
要
望
、
さ
ら
に
「
ペ
ッ
ト
（
愛
犬
）

と
の
旅
行
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計

的
と
し
た
も
の
で
、
災
害
発
生
時
に
は

町
長
が
同
協
会
長
に
建
設
資
機
材
、
労

力
の
応
援
を
要
請
す
る
も
の
で
す
。

　

馬
場
町
長
は
山
根
会
長
に
「
災
害
発

生
時
の
対
応
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
だ

け
で
な
く
、
日
々
の
生
活
に
お
け
る
住

民
の
安
心
に
つ
な
が
る
」
と
お
礼
を
述

べ
ま
し
た
。

結
果
」
な
ど
も
考
慮
し
、「
ま
ち
づ
く
り

交
付
金
」
の
補
助
を
受
け
、
湯
村
温
泉

東
駐
車
場
の
一
角
に
建
設
す
る
も
の
で

す
。
規
模
は
木
造
瓦
葺
平
屋
建
52
・
58

㎡
、
完
全
防
音
で
計
30
匹
の
ペ
ッ
ト
が

利
用
で
き
る
建
物
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

本
町
と
し
て
は
「
湯
村
温
泉
だ
け
で

な
く
、
町
全
体
を
訪
れ
る
お
客
様
に
安

心
し
て
ご
利
用
い
た
だ
く
施
設
を
建
設

す
る
こ
と
で
、さ
ら
な
る
町
の
魅
力
ア
ッ

プ
に
つ
な
げ
た
い
」
と
考
え
て
い
ま
す
。

―

災
害
時
に
お
け
る
応
急
対
策
業
務―

土
木
建
築
業
協
会
と
協
定
を
締
結

▼
朝
野
泰
昌
（
朝
野
家
社
長
・
湯
村
温

泉
旅
館
料
飲
組
合
長
）
▼
松
本
道
子
（
浜

坂
町
商
工
会
婦
人
部
長
）▼
笹
谷
浩
二（
但

馬
浜
坂
浜
の
松
を
大
切
に
す
る
会
代
表
）

▼
松
岡
秀
明
（
浜
坂
観
光
協
会
会
長
）
▼

西
岡
安
雄
（
浜
坂
町
漁
業
協
同
組
合
参

事
）
▼
村
尾
秀
一（
㈱
温
泉
町
夢
公
社
支

配
人
）
▼
加
藤
好
顕
（
浜
坂
温
泉
お
宿
組

合
長
）
▼
西
垣
洋
子
（
浜
坂
地
域
婦
人
会

長
）
▼
上
島
康
彦
（
上
島
プ
ロ
パ
ン
社
長
）

▼
谷
岡
整
（
民
宿
澄
風
荘
代
表
）

　

住
民
の
安
心
、
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
本
町
は
美
方
郡
西
部
土
木

建
築
業
協
会
（
山
根
真
吾
会
長
・
14
社
加
盟
）
と
、
災
害
時
に
お
け
る
応
急
対
策
業

務
に
関
す
る
協
定
に
締
結
し
ま
し
た
。

マ
リ
ン
ポ
ー
チ
利
用
計
画
検
討
委
員
会
が
発
足

ペ
ッ
ト
温
泉
施
設
（
仮
称
）
の
着
工

ペット温泉施設イメージ図
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町政のうごきから

　

参
加
者
ら
は
、
浜
坂
県
民
サ
ン
ビ
ー

チ
の
炊
事
場
で
、
ス
ル
メ
イ
カ
の
一
夜

干
し
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
ス
ル
メ
イ

カ
を
包
丁
で
さ
ば
い
て
ハ
ラ
ワ
タ
を
丁

寧
に
取
っ
て
洗
い
、
一
枚
ず
つ
縄
に
並
べ

て
干
す
と
い
う
作
業
で
す
が
、
初
め
て

の
人
に
は
少
し
コ
ツ
が
い
る
よ
う
で
す
。

　

午
後
０
時
30
分
か
ら
「
山
陰
海
岸
の

魅
力
に
つ
い
て
考
え
る
」
と
題
し
て
波

田
重
熙
さ
ん
（
神
戸
大
学
名
誉
教
授
・

神
戸
女
子
大
教
授
）が
講
演
し
ま
し
た
。

山
陰
海
岸
は
、
入
り
組
ん
だ
海
岸
線
や

荒
波
で
削
ら
れ
た
崖
や
洞
門
な
ど
が
多

く
、
海
岸
線
を
観
察
す
る
こ
と
で
地
球

の
営
み
や
自
然
の
雄
大
さ
、
素
晴
ら
し

い
景
観
を
楽
し
む
こ
と
が
出
来
ま
す
。

講
演
で
は
波
田
さ
ん
が
、
地
球
の
地
殻

運
動
に
よ
っ
て
日
本
列
島
が
ど
の
よ
う

に
中
国
大
陸
か
ら
離
れ
っ
て
い
っ
た
か

　

ツ
ア
ー
は
、
８
月
19
日
神
戸
を
出
発

し
、
午
前
11
時
か
ら
県
民
サ
ン
ビ
ー
チ

で
地
引
網
を
体
験
す
る
予
定
で
し
た

が
、
雨
模
様
の
た
め
ス
ル
メ
イ
カ
の
一

夜
干
し
体
験
に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

解
り
や
す
く
説
明
し
ま
し
た
。
ま
た
、

地
球
環
境
問
題
を
考
え
る
時
、
地
球
科

学
の
大
切
さ
を
再
認
識
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
山
陰
海

岸
の
地
質
を
見
る
こ
と
で
、
地
球
の
歴

史
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
と
説
明

し
、
参
加
者
ら
は
「
世
界
の
地
質
公
園

と
し
て
非
常
に
価
値
の
あ
る
地
域
で
あ

る
」
と
そ
の
素
晴
ら
し
さ
を
再
認
識
し

ま
し
た
。

　

講
演
後
は
並
行
し
て
因
但
県
境
自
治

体
会
議
（
コ
リ
ド
ー
21
）
の
メ
ン
バ
ー
ら

に
よ
る
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

意
見
交
換
会
で
は
、
ま
ず
、「
鳥
取
県
岩

美
町
」
と
「
山
陰
海
岸
国
立
公
園
を
世

界
の
公
園
に
す
る
会
」
の
取
組
み
の
発

―

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催―

山
陰
海
岸
の
魅
力
に
つ
い
て
考
え
る

表
が
行
わ
れ
、
続
い
て
世
界
の
ジ
オ
パ
ー

ク
指
定
を
目
指
し
、
今
後
の
取
組
み
を

具
体
的
に
行
っ
て
い
く
た
め
の
推
進
体

制
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
浜
坂
先
人
記
念
館
「
以
命

亭
」
の
見
学
と
但
馬
海
岸
遊
覧
船
に
乗

船
し
、
山
陰
海
岸
の
地
質
の
解
説
を
聞

き
な
が
ら
見
学
し
ま
し
た
。　

　

海
か
ら
の
山
陰
海
岸
見
学
で
は
、
本

町
の
谷
本
勇
さ
ん（
日
本
地
理
学
会
員
）

が
山
陰
海
岸
の
地
質
な
ど
に
つ
い
て
解

説
し
ま
し
た
。
谷
本
さ
ん
は
海
岸
の
岩

石
に
つ
い
て
専
門
的
な
解
説
を
し
な
が

ら
「
海
の
上
か
ら
陸
を
見
る
こ
と
で
、

普
段
と
は
違
っ
た
見
方
が
で
き
る
。
美

し
い
海
岸
は
、
海
の
波
で
陸
地
が
削
ら

れ
て
で
き
た
。
地
球
の
温
暖
化
で
海
水

面
が
高
く
な
ろ
う
と
し
て
い
る
が
、
地

球
の
温
暖
化
を
防
止
す
る
こ
と
は
、
自

分
た
ち
が
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
を
大
切

に
す
る
こ
と
だ
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

ツ
ア
ー
参
加
者
ら
は
、
翌
20
日
に
、

県
立
但
馬
牧
場
公
園
で
う
ど
ん
打
ち
体

験
や
、
湯
村
温
泉
を
散
策
し
、
新
温
泉

町
の
自
然
の
雄
大
さ
を
実
感
し
て
い
ま

し
た
。

　

京
都
府
か
ら
鳥
取
県
ま
で
の
山
陰
海
岸
国
立
公
園
の
素
晴
ら
し
い
自
然
景
観
の
Ｐ

Ｒ
と
、
こ
の
貴
重
な
財
産
（
資
源
）
を
活
用
し
た
観
光
、
体
験
・
交
流
型
の
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
促
進
を
図
る
た
め
、
８
月
19
日
（
土
）、
20
日
（
日
）
本
町
の
浜
坂
海
岸

を
中
心
に
山
陰
海
岸
国
立
公
園
体
験
ツ
ア
ー
と
山
陰
海
岸
の
魅
力
に
つ
い
て
考
え
る

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。
地
元
参
加
者
を
含
め
、
約
１
５
０
人
の
参
加
者
ら

は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

広報しんおんせん（9月号）

H18（2006）.9.14

フォーラムで講演する波田重熙さん

ツアー参加者らによるスルメイカの一夜干し体験
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町政のうごきから
▼
診
察
日　

火
曜
日
～
金
曜
日

▼
受
付
時
間　

午
前
11
時
30
分
ま
で

▼
診
察
内
容　

腰
痛
、
肩
こ
り
、
膝
痛
、

頸
肩
腕
症
候
群
、下
肢
痛
、レ
イ
ノ
ー

症
候
群
、
頭
痛
、
手
指
痛
、
顔
面
け

い
れ
ん
、
麻
痺
、
手
術
後
カ
ウ
ザ
ル

ギ
ー
、
糖
尿
病
性
関
節
症
（
痛
）、

　

糖
尿
病
性
神
経
障
害
、
帯
状
疱
疹
、

　

帯
状
疱
疹
後
神
経
痛
な
ど

▼
そ
の
他　

本
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
は
、３
ヵ

月
間
（
本
年
５
月
17
日
～
８
月
31
日
）

で
、
延
べ
約
１
４
０
０
人
の
患
者
様

に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

公
立
浜
坂
病
院

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
１
６
１
１

▼
協
議
内
容　

施
設
整
備
の
基
本
方

針
、
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
啓
発
機

能
、
公
害
防
止
、
有
機
性
廃
棄
物
等

の
処
理
等
に
つ
い
て

▼
応
募
資
格　

次
に
掲
げ
る
す
べ
て
の

要
件
を
満
た
す
人

①
豊
岡
市
、
香
美
町
ま
た
は
新
温
泉
町

に
在
住

②
満
20
歳
以
上

③
ご
み
ま
た
は
環
境
に
関
心
が
あ
る

④
平
日
の
昼
間
に
開
催
す
る
１
回
３
時

間
程
度
の
委
員
会
（
７
回
程
度
）
及

び
先
進
地
視
察
（
２
回
程
度
）
に
出

席
で
き
る

▼
募
集
人
数　

４
人
以
内
（
委
員
は
12

人
以
内
で
、
そ
の
う
ち
４
人
以
内
を

公
募
委
員
と
し
ま
す
）

▼
任
期　

委
員
委
嘱
の
日
（
平
成
18
年

10
月
中
旬
予
定
）
か
ら
検
討
が
終
了

す
る
日
（
平
成
18
年
12
月
予
定
）
ま
で

▼
応
募
方
法　

所
定
の
申
込
み
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
作
文
を
添
付

の
う
え
、
北
但
行
政
事
務
組
合
に
持

参
若
し
く
は
郵
送
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、Ｅ
メ
ー

ル
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く

は
、
北
但
行
政
事
務
組
合
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
期
限　

９
月
22
日(

金)

▼
そ
の
他　

報
償
費
と
し
て
１
回
の
委

員
会
出
席
に
つ
き
４
４
０
０
円
（
交

通
費
・
所
得
税
源
泉
含
む
）
を
支
払

い
ま
す
。
た
だ
し
、
３
時
間
を
超
え

る
場
合
に
つ
い
て
は
７
６
０
０
円
と

し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

北
但
行
政
事
務
組
合

　
（
豊
岡
市
役
所
南
庁
舎
別
館
２
階
）

　

℡
（
０
７
９
６
）
24
‐
５
５
０
４

―

痛
み
を
と
っ
て
生
き
生
き
と―

公
立
浜
坂
病
院
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

公
立
浜
坂
病
院
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
麻
酔
科
）
は
、
痛
み
の
治
療
を
行
っ
て
い

ま
す
。
皆
さ
ま
も
頭
痛
、
腰
痛
な
ど
「
痛
み
」
の
あ
る
毎
日
を
繰
り
返
さ
ず
に
お
早

め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

公
立
浜
坂
病
院
整
形
外
科
診
療
日
変
更
の
お
知
ら
せ

　

整
形
外
科
の
診
療
日
が
、
９
月
19
日

か
ら
毎
週
火
曜
日
に
変
更
と
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。（
都
合
に
よ

り
変
更
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
）

◆
診
療
日･･･

毎
週
火
曜
日

―

問
い
合
わ
せ―

　

公
立
浜
坂
病
院

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
１
６
１
１

※
右
表
の
診
療
日
以
外
の
時
間
帯
に
整

　

形
外
科
医
師
は
常
駐
し
て
い
ま
せ
ん
。

診療時間

午前
午前 8時 30分～正午
（受付）
午前 11時 30分まで

午後
午後 1時～ 3時 30分
（受付）
午後 3時まで

―

広
域
ご
み
・
汚
泥
処
理
施
設
整
備
基
本
計
画―

整
備
方
針
検
討
委
員
会
公
募
委
員
の
募
集

　

北
但
行
政
事
務
組
合
（
構
成
：
豊
岡
市
・
香
美
町
・
新
温
泉
町
）
は
、「
広
域
ご
み
・

汚
泥
処
理
施
設
」
の
平
成
25
年
度
稼
働
を
目
指
し
て
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の

た
び
、
施
設
の
基
本
的
な
条
件
を
定
め
る
「
施
設
整
備
基
本
計
画
」
の
策
定
に
あ
た

り
、
住
民
の
皆
さ
ま
の
意
見
を
施
設
整
備
基
本
計
画
に
反
映
さ
せ
る
た
め
の
委
員
会

を
設
置
す
る
こ
と
と
し
、
次
の
と
お
り
公
募
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

H18（2006）.9.14

広報しんおんせん（9月号）
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町政のうごきから
◆
浜
坂
農
産
物
加
工
施
設

　

町
内
で
生
産
さ
れ
る
農
林
産
物
を
販

売
、
加
工
す
る
こ
と
で
付
加
価
値
を
高

め
る
と
共
に
、
特
産
品
の
開
発
を
通
し

て
産
業
の
振
興
と
地
域
の
活
性
化
を
図

ろ
う
と
ユ
ー
ト
ピ
ア
下
の
公
共
駐
車
場

前
に
平
成
２
年
７
月
に
完
成
。洗
米
器
、

自
動
蒸
し
器
な
ど
味
噌
づ
く
り
に
使
用

す
る
道
具
類
と
真
空
包
装
機
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

　

１
日
４
時
間
以
内
で
あ
れ
ば

２
０
０
０
円
、
４
時
間
以
上
だ
と

４
０
０
０
円
で
施
設
利
用
が
で
き
ま

す
。
加
工
研
究
を
目
的
と
し
た
２
人
以

上
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も

利
用
で
き
ま
す
。
１
ヶ
月
前
か
ら
の
申

し
込
み
が
で
き
ま
す
。
ご
利
用
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

◆
浜
坂
高
齢
者
等
活
性
化
セ
ン
タ
ー
工
房
室

　

高
齢
者
等
の
生
き
が
い
対
策
と
活
動

を
促
進
し
よ
う
と
平
成
５
年
７
月
に
二

日
市
地
区
内
に
完
成
し
た
浜
坂
高
齢
者

等
活
性
化
セ
ン
タ
ー
。
同
セ
ン
タ
ー
に

は
木
工
、
わ
ら
及
び
竹
細
工
等
の
活
動

が
で
き
る
工
房
機
能
が
あ
り
、
万
能
木

工
機
、
木
工
ろ
く
ろ
機
な
ど
が
と
こ
ろ

狭
し
と
並
び
ま
す
。

　

今
ま
で
木
工
教
室
な
ど
を
開
催
し
、

大
勢
の
参
加
者
が
木
工
に
励
ん
で
き
ま

し
た
。
趣
味
が
講
じ
て
職
人
顔
負
け
の

作
品
が
で
き
る
よ
う
に
も
な
っ
た
人
も

い
ま
す
。
機
械
使
用
に
あ
た
っ
て
操
作

を
熟
知
し
て
い
な
い
人
は
職
員
が
説
明

を
し
ま
す
。
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で

の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で

の
間
、
１
人
１
日
３
０
０
円
で
利
用
で

き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
団
体
、
個
人
を
問
わ

ず
皆
さ
ま
の
生
き
が
い
づ
く
り
に
励
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。

―

問
い
合
わ
せ―

　

農
林
水
産
課　

農
政
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
８
２
‐
５
６
２
６

―

施
設
を
ご
利
用
く
だ
さ
い―

「
浜
坂
農
産
物
加
工
施
設
」「
浜
坂
高
齢
者
等
活
性
化
セ
ン
タ
ー
工
房
室
」

都
市
計
画
道
路
変
更
に
か
か
る
説
明
会
を
開
催

　

都
市
計
画
街
路
浜
坂
駅
港
湾
線
に
つ

い
て
、
未
整
備
区
間
に
お
け
る
線
形
、

区
域
を
変
更
す
る
に
あ
た
り
次
の
と
お

り
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き　

９
月
29
日
（
金
）

　

午
後
７
時
30
分
～

▼
と
こ
ろ　

浜
坂
多
目
的
集
会
施
設

▼
問
い
合
わ
せ

　

建
設
課
都
市
整
備
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
１
１
５　

▼
募
集
人
数　

１
人

▼
資
格　

①
町
内
在
住
で
公
害
、
農
薬
等
に
関
す

　

る
識
見
を
お
持
ち
の
人

②
毒
物
及
び
劇
物
取
締
法
第
８
条
に
定

　

め
る
農
業
用
品
目
毒
物
劇
物
取
扱
者

　

の
資
格
ま
た
は
兵
庫
県
が
認
定
し
て

　

い
る
農
薬
管
理
指
導
士
の
資
格
を
お

三
原
野
公
害
監
視
委
員
を
募
集

　

持
ち
の
人

③
農
薬
等
の
販
売
業
を
営
ん
で
い
る
人

　

と
そ
の
従
業
員
は
除
き
ま
す
。

▼
任
期　

本
年
10
月
１
日
か
ら
２
年
間

▼
募
集
期
限　

９
月
22
日
（
金
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

温
泉
総
合
支
所　

住
民
福
祉
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
１
３
１

　

本
町
は
、
ゴ
ル
フ
場
の
公
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
監
視
す
る
組
織
と
し
て
、「
三

原
野
公
害
監
視
委
員
会
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
た
び
委
員
の
任
期
満
了
に

伴
い
新
委
員
を
公
募
し
ま
す
。

広報しんおんせん（9月号）
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TEL（0796）82-5251

　

　おはなし会　　　　　   
　絵本の読み聞かせやおはなし、

簡単なおりがみや工作などをする

楽しい会です。お気軽に参加して

ください。

◆と き　9月24日 (日 )
　　　　　  午後２時～
　＊土曜日が祝日のため変更します。
◆ところ　図書館　おはなし室
◆内 容　『おじいちゃんは106さい』他

    寄贈本のお礼　　　  　  
　7 月 18 日から 8 月 30 日まで
の期間に、本の寄贈をお願いしま
した。その結果、10 人の方から
374 冊の寄贈をしていただきまし
た。図書館で有効に活用させてい
ただきます。ご協力ありがとうご
ざいました。
　なお、引き続き寄贈本を受け付
けしますので、ご協力をお願いい
たします。

    お願い　　  　　   　　  
　最近、浜坂先人記念館「以命亭」、
ユートピア浜坂及び加藤文太郎記
念図書館共有の駐車場にビールな
どの空き缶やたばこの吸い殻など
のゴミが散乱しています。ゴミは
持ち帰り、自分たちの町を美しく
することにご協力をお願いしま
す。

加藤文太郎
記念図書館

「９月のおすすめの本」
ご案内

「山田風太郎育児日記」
山田風太郎著／朝日新聞社　

　戦後の混乱が一段落した昭和２９年に長
女・佳織が生まれ、昭和３２年に長男知樹
が生まれた。山田風太郎が父になる戸惑い
と喜び、そしてわが子との愛情いっぱいの
日々を書き残した日記。嫁ぐ娘に贈った「秘
蔵の日記」を風太郎没後５年に、長女・佳
織が公開する。

「ボケないための手遊び・指遊び」
今井弘雄著／ＰＨＰ

　高齢者と呼ばれるにはまだ早い高齢者予
備軍の方々を対象に、輪ゴムや鉛筆、コイ
ンなど身近なものを使って手指を鍛え、脳
を活性化させる、楽しく笑いながらゲーム
感覚でできる手遊び、指遊び５０編を紹介。

「さよならの向こう側　上」
井上香織著／ＫＫベストセラーズ

　放課後の図書館でサッカーボールを追う
あこがれの龍先輩をただ見つめるだけの里
桜。友だちの舞美から龍先輩が秋からロス
に留学することを聞かされた。ある日、突
然どしゃぶりの雨が降ってきた。偶然に
も里桜は龍先輩と一緒に帰ることになっ
た・・・。人を好きになって初めて経験す
る胸の痛み、女の友情、過去の傷、そして
遠距離恋愛が綴られている。上巻は、高校
生編、下巻は、東京の大学編と続いている。
口コミで大人気となった携帯電話小説。

「がんばれ駐在っ子」
よしいたかこ作／新風舎

　おとうさんの仕事で引っ越してきた自然
いっぱいの駐在所。主人公のあきらが新し
い環境の中で色々体験し、たくましく成長
していく物語。村人と駐在さんのあたたか
い信頼関係が心を和ませます。

「ねこのなまえ」
いとうひろし作／徳間書店

　さっちゃんが散歩をしていると、１ぴきのねこが
「ぼくになまえをつけてください。」と話かけてきま
した。さっちゃんはびっくりして「なまえをつけるっ
てどうやって・・・」。さっちゃんとねこのユーモラ
スなやりとりが楽しい。また、「なまえ」についても
少し考えさせられる、いとうひろしのほのぼの絵本。

広報しんおんせん（9月号） 12
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事業所名 職種 年齢 賃金（千円）

㈱隆栄水産
事務員① 不問 120 ～ 170
事務員② 不問 140 ～ 160

日本精機宝石工業㈱ 生産作業 不問 120 ～ 140

㈱マルワ渡辺水産

販売店員 不問 132 ～ 176
水産加工工
場管理者

不問 160 ～ 180
水産加工員 不問 150 ～ 170
事務員 40 以下 155 ～ 180

浜美屋食品㈱ 営業 40 以下 165 ～ 245
特定医療法人杏風会
　浜坂七釜温泉病院

看護師 不問 180 ～ 200
㈱マルワ水産運輸 事務員 26 ～ 35 150 ～ 200
㈱田中工業所

土木施工
管理技士

50 以下 180 ～ 220
㈲エフエムエルサービス 薬剤師 不問 286 ～ 396
ゴダイ㈱ 薬剤師 不問 270 ～ 465
日清医療食品
㈱近畿支店

栄養士 20 ～ 55 133 ～ 146

岸本工務店
営業 不問 200 ～ 350
型枠工事 不問 200 ～ 350

㈲岡市組
現場監督 不問 200 ～ 270
土木作業員 不問 150 ～ 200

山陰道路㈱
土木管理者・
土木監督者

不問 250 ～ 300
フジコン食品㈱ 食品製造補助 不問 165 ～ 202
㈲ＯＮＥ 携帯電話販売員 30以下 130 ～ 200
株本建設工業㈱

建築技術者 不問 165 ～ 273
土木技術者 不問

㈲福田建機 整備士 20～ 35 150
㈱隆栄水産 調理師 30～ 50 276 ～ 273
㈱朝野家

客室係 不問 225 ～ 260
営業係 不問 145 ～ 155

㈱みよしや旅館 客室係 不問 205 ～ 245
㈱御やどゆもと

客室係 不問 198
調理師 25 ～ 40 250 ～ 350

㈱井筒屋
客室係 不問 223 ～ 249
フロント係 不問 155 ～ 190

伊藤歯科医院 歯科衛生士 不問 150 ～ 197
湯村温泉病院 看護師 不問 182 ～ 207
立道建設㈱ 現場作業員 18 ～ 45 161 ～ 276

事業所名 職種 年齢 時給（円）
㈱隆栄水産 事務員 不問 800 ～ 850

㈱マルワ渡辺水産
販売店員 不問 750 ～ 850
フロア－スタッフ 不問 750 ～ 1,000
水産加工員 不問 700 ～ 850

山陰道路㈱ 厨房兼ホール係 不問 700 ～ 800
サイバーワールド 調理補助及び接客 不問 700 ～ 900
㈲エフエムエルサービス 薬剤師 不問 1,800 ～ 2,000
特定医療法人杏風会
　浜坂七釜温泉病院

看護師 不問 1,000
㈲山米鮮魚 販売、加工等 不問 750
㈱コメリ中四
国地区本部

販売員① 16 ～ 40 770
販売員② 18 ～ 45 760～ 800

日本精機宝石
工業㈱

営繕・機
械修理

55 ～ 62 800
但馬ダイエー
警備保障㈲

警備員 不問 700 ～ 1,000
コーナン商事㈱ 販売員 20 ～ 50 750 ～ 780
特定非営利活
動法人にーず

看護師 不問 1,100
介護員 不問 800

㈱トヨダ 販売 18 ～ 57 860
ミネル㈱

英会話講師及び
学習指導講師

不問 1,700～ 2,500
㈱みよしや旅館 炊事・配膳 不問 750

㈱御やどゆもと
皿洗い、風
呂掃除など

不問 800 ～ 850
客室係 不問 1,125

㈱井筒屋

客室係 不問 1,300
布団上げ 不問 850
布団敷き 不問 800
フロアー 不問 1,100
まかない係 不問 800

㈱西沢製作所
溶接工 不問 700 ～ 750
機械設計 40 以下 1,000

ケービックス

㈱鳥取事務所
配膳係 不問 800
クリーンクルー 不問 700

㈱とみや旅館 客室係 不問 1,000 ～ 1,300
㈱朝野家

洗浄係 不問 700 ～ 750
調理補助 不問 700 ～ 750

伊藤歯科医院 歯科衛生士 不問 1,000

H18（2006）.9. 14
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まちの求人案内

－問い合わせ－
ハローワーク豊岡　℡（0796）23-3101
ハローワーク香住　℡（0796）36-0137
ハローワーク鳥取　℡（0857）23-2021
サンシーホール浜坂　℡（0796）82-1735

　（常　用） 　（パート）
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ふ
れ

あ
い広

場

ここに人あり④

広報しんおんせん（9月号）

H18（2006）.9.14

　

林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
「
け
や
き
塾
」

の
会
長
を
務
め
る
中
村
優
さ
ん
。
ケ

ヤ
キ
の
植
樹
な
ど
に
取
り
組
ん
で
約
15

年
。
そ
れ
ま
で
は
京
都
や
滋
賀
の
酒
屋

で
約
30
年
間
、
杜
氏
を
務
め
た
。

　

植
樹
の
き
っ
か
け
は
、
山
に
ス
ギ
と

ヒ
ノ
キ
ば
か
り
が
増
え
て
い
く
の
を
目

の
あ
た
り
に
し
た
こ
と
。「
い
ず
れ
こ
ん

な
施
策
を
続
け
て
い
く
と
ひ
ど
い
目
に

あ
う
」「
こ
ん
な
状
態
で
は
よ
く
な
い
」

と
日
ご
ろ
か
ら
思
い
つ
づ
け
て
い
た
。

60
歳
ま
で
は
世
帯
主
と
し
て
家
族
の
た

め
に
働
い
て
き
た
。
そ
し
て
、
60
歳
を

迎
え
、
こ
れ
を
機
に
自
分
の
や
り
た
い

こ
と
を
や
ろ
う
と
植
林
活
動
を
は
じ
め

た
。

　

ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
な
ど
の
針
葉
樹
は
保

水
力
が
な
い
。
実
が
な
ら
な
い
か
ら
野

生
動
物
が
住
め
な
い
。
山
が
荒
れ
た
原

因
は
す
べ
て
人
間
が
つ
く
っ
て
き
た
。

　

従
来
は
ケ
ヤ
キ
を
植
林
す
る
と
い
う

観
念
が
な
か
っ
た
。
周
囲
か
ら
は
「
ケ

ヤ
キ
は
１
０
０
年
先
に
な
っ
て
価
値
が

で
る
も
の
」「
植
林
を
や
っ
て
ど
う
な

る
」
と
笑
わ
れ
た
が
「
植
林
し
て
も
育

た
な
い
は
ず
が
な
い
」「
将
来
の
世
代

の
た
め
に
」
と
思
い
続
け
て
行
動
し

た
。10
年
経
っ
た
ら
立
派
に
成
長
し
た
。

徐
々
に
成
功
し
た
も
の
が
目
に
つ
く
よ

う
に
な
っ
て
、
13
人
が
こ
の
取
り
組
み

に
賛
同
し
て
く
れ
た
。
こ
の
時
期
に
県

の
指
導
者
と
の
出
会
い
が
あ
り
、
平
成

13
年
に
「
け
や
き
塾
」
が
発
足
し
た
。

　

平
成
16
年
の
台
風
23
号
で
過
去
に
植

林
し
た
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
が
多
く
倒
れ

た
。
こ
れ
を
機
に
、
県
も
災
害
に
強
い

森
づ
く
り
を
進
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

我
々
の
行
動
に
間
違
い
は
な
か
っ
た
と

核
心
し
た
。
昨
年
は
育
て
た
ケ
ヤ
キ
の

苗
木
を
８
０
０
０
本
出
荷
し
た
。

　

毎
年
１
回
、
息
子
と
孫
と
一
緒
に
山
の

木
が
大
き
く
な
っ
た
の
を
観
察
に
出
か
け

る
。「
私
の
枝
打
ち
や
植
林
す
る
姿
を
見

て
、
24
歳
の
孫
が
『
僕
が
面
倒
を
見
る

か
ら
ね
』
と
い
っ
て
く
れ
る
の
が
何
よ
り

も
う
れ
し
い
」
と
の
こ
と
。「
子
ど
も
は

親
の
背
を
見
て
育
つ
。
親
の
見
捨
て
た
山

に
子
ど
も
が
行
く
わ
け
が
な
い
」
と
力
が

入
る
。
後
世
の
た
め
に
一
生
懸
命
な
姿
を

見
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
そ
う
す
れ

ば
、
き
っ
と
後
世
に
良
い
山
が
受
け
継
が

れ
る
と
思
う
」
と
話
す
。「
今
年
は
ひ
孫

も
誕
生
し
、
私
の
育
て
た
山
に
記
念
植

樹
も
行
っ
た
」
９
人
家
族
の
大
所
帯
。
孫

や
ひ
孫
の
話
し
に
な
る
と
笑
顔
が
こ
ぼ
れ

る
。ま
だ
ま
だ
中
村
さ
ん
の
挑
戦
は
続
く
。

林業研究グループ「けやき塾」　会長

中村優さん

◆材料（４人分）
・大根　　　1本
・米ぬか　　少々
・黒ごま　　大さじ 6
・砂糖　　　大さじ 4
・みそ　　　大さじ 2
・だし汁　　大さじ 4

広報しんおんせん（9月号）

▼
作
り
方

①
大
根
を
洗
っ
て
厚
さ
３
～
５
㎝
位
の

輪
切
り
に
す
る
。
皮
を
む
き
面
取
り

し
、一
方
に
か
く
し
包
丁
を
入
れ
る
。

②
鍋
に
①
の
大
根
と
米
ぬ
か
を
入
れ
、

大
根
が
す
き
と
お
る
ま
で
弱
火
で

ゆ
っ
く
り
煮
る
。

③
黒
ご
ま
を
煎
っ
て
か
ら
、
す
り
鉢
で
油

が
に
じ
み
出
る
ま
で
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
す

る
。み
そ
と
だ
し
汁
を
入
れ
て
の
ば
す
。

鍋
に
と
っ
て
砂
糖
を
加
え
、
火
に
か
け

て
ご
ま
に
つ
や
が
出
る
ま
で
煮
る
。

④
器
に
盛
り
つ
け
た
大
根
の
上
に
か
け
る
。

美
方
郡
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
発
行

「
伝
え
た
い
美
方
郡
ふ
る
さ
と
の
味
」
よ
り

郷
土
食
を
食
べ
て
健
康
に
！

　

★
ふ
ろ
ふ
き
大
根
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農
業
委
員
会
情
報
№
８―

新
温
泉
町
の
農
業
に
つ
い
て

　

本
町
で
は
、
住
民
の
約
半
分
の
人
が

農
業
に
関
係
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

『
農
業
就
業
人
口
と
基
幹
的
農
業
従
事

者
』
の
表
を
み
る
と
、
農
業
就
業
者
人

口
は
60
歳
以
上
の
人
の
割
合
が
非
常
に

高
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
ま
た
、
本

町
の
農
業
を
支
え
て
い
る
の
は
男
性
だ

け
で
な
く
女
性
も
多
く
い
る
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。

　

10
年
、
20
年
先
の
将
来
の
こ
と
を
皆

さ
ん
よ
く
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
急
速

に
農
業
者
人
口
お
よ
び
農
家
戸
数
が
減

少
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。ま
た
、

本
町
の
水
田
面
積
は
１
１
０
０
㌶
（
作

付
け
面
積
６
０
０
㌶
）で
す
。
農
家
は
、

こ
の
農
地
を
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

農
業
委
員
会
は
農
地
と
農
業
者
を
守

る
た
め
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
が

年
々
放
棄
水
田
が
増
え
て
き
て
い
ま

す
。
農
家
の
皆
さ
ま
も
、
自
分
た
ち
で

農
地
を
守
る
の
は
当
た
り
前
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
実
際
は
農
地
を

守
る
こ
と
が
と
て
も
大
変
で
あ
る
と
感

じ
て
い
る
人
も
多
く
い
る
と
思
い
ま

す
。
将
来
の
本
町
の
農
地
を
守
る
た
め

に
ど
う
し
た
ら
良
い
で
し
ょ
う
か
。
一

人
ひ
と
り
が
し
っ
か
り
と
考
え
、
行
動

を
す
る
時
期
に
き
て
い
る
と
思
い
ま

す
。

　

先
祖
か
ら
引
き
継
い
だ
優
良
農
地
を

守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
農
業
委
員
会

に
対
し
て
ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
近
く
の
農
業
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
農
家
の
皆
さ
ま
と
の
対
話
か
ら
将

来
の
農
業
を
支
え
る
知
恵
が
生
ま
れ
る

と
思
い
ま
す
。

‐
問
い
合
わ
せ
‐

　

新
温
泉
町
農
業
委
員
会

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
６

　

本
町
の
農
産
業
の
姿
を
皆
さ
ま
も
し
っ
か
り
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
農
業
セ
ン

サ
ス
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
統
計
調
査
か
ら
次
の
よ
う
な
表
や
グ
ラ
フ
を
紹
介
し
ま
す
。

耕地率等農業就業人口・基幹的農業従事者

広報しんおんせん（9月号）
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―府立夕陽丘高校に―

前田純孝歌碑が完成

　川遊びを通して子どもたちにふるさとの自然に
興味をもってもらおうと８月２７日（日）、久斗
川で「自然体験教室（図書館・浜坂公民館共催）」
を開催しました。
　この取り組みは、最近、子どもたちが川遊びを
する機会が少ないため「久斗川の生き物を探そう」
をテーマに行っているものです。子どもたちは、
生き物の特徴をあらかじめ図書館の本で調べまし
た。そして、特徴を書いたカードを手に川に入り、
石についた生き物を探していました。裏返した石
についている生き物と、カードに書いた虫と同じ
物が見つかると「これと一緒だ」といいながら、
大急ぎで岸にあがり水槽に集めていました。
　参加者の小西愛さん（浜坂東小５年）は「生き
物を探すのがおもしろい。今日はカワゲラが多く
とれた」と喜んでいました。

ふるさとの自然体験教室

広報しんおんせん（9月号）

　本町出身の前田純孝が初代教頭を務めた大阪府
立夕陽丘高等学校（府立島之内高等女学校）の創
立 100 周年記念事業の一環として、このたび同
校敷地内に前田純孝記念碑が完成しました。
　8月 26 日（土）に行われた除幕式には前田純
孝のめいの小西雅子さん、前田純孝の会代表の安
本恭二さんらが出席し、完成を祝いました。その
後、前田純孝が作詞した旧制校歌を出席者と同校
音楽科声楽専攻の生徒 16人が歌いました。
　前田純孝は、明治 13年に二方郡諸寄村（現美
方郡新温泉町諸寄）に生まれ、兵庫県尋常師範学
校を卒業後、東京高等師範学校国語漢文部に進み
ました。同校卒業後、大阪府立島之内高等女学校
に赴任し、同校の校歌の作詞などを手掛けるなど
多大な功績を残していました。

谷口さん（浜中）が町長に準優勝の報告

町長に準優勝の報告をした谷口さん（手前右）

　香川県丸亀市で開催された「第 33回全国中学
校陸上競技選手権大会」女子四種競技で、見事準
優勝を飾った浜坂中 3年の谷口紗和子さんが、8
月 25 日（金）に役場を訪れ、馬場町長に準優勝
の報告をしました。四種競技とは100mハードル、
走り高跳び、砲丸投げ、200 ｍ走の各競技の記
録を得点に換算し順位を決めるものです。中学校
2年生から同競技をはじめた谷口さんは、今大会
で砲丸投げで 12.32㍍を出すなど計 2872 点の高
得点をマークし、堂々の２位に入る快挙を成し遂
げました。馬場町長からねぎらいの言葉を受けた
谷口さんは「1位を狙っていたので悔しかった。
全国で１位を取れるようがんばって練習したい」
と話していました。

H18（2006）.9.14

石の裏についた生き物を探す子どもたち夕陽丘高校の一角に完成した前田純孝記念碑
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まちの話題すけっち

しんおんせん
すけっち

しんおんせん

広報しんおんせん（9月号）

　
　石橋地区の中心部に位置する石橋池で「第 14
回石橋池たらい漕ぎ競争」が、8月 20 日（日）
に行われました。
　この大会は、地域の活性化を目指して八田地区
の住民らで作る実行委員会が開催しているもの
です。石橋池はわき水が流れ込み、年間を通じ
て水温が 14度程度に保たれており、古くは生活
用水や子どもたちの遊び場として親しまれてきま
した。そこで、住民らが地域の子どもたちに自
然にもっと親しんでもらおうと、石橋池を利用
してユニークな取り組みを行っているものです。…
　競技は酒だるを利用した直径約 1ｍのたらい
に 1人ずつ乗って、小学生は往復 50ｍ、一般は
往復 70ｍのコースを競うものです。小学生の部
には 9人、一般の部には 13 人が参加しました。…
　参加者らはバランスの悪いたらいに悪戦苦闘し
ながら懸命にゴールを目指しました。奥八田小学
校の山村裕貴君は「なかなか進まず漕ぐのがえら
かったけど、とても楽しかった」と話していまし
た。そのほかにも、梅干しの種飛ばし競争や、豆
腐の早食い競争なども行われ、一日中、地区内に
にぎやかな歓声が響きわたっていました。

石橋池たらい漕ぎ競争

　子どもたちにふるさとの歴史を学んでもらおう
と実施している「以命亭ふるさと教室」を、8月
24日（木）に開催しました。
　同教室は２年前から実施しているもので、毎年
夏休みの社会学習もかねて大勢の子どもたちが参
加しています。今年は浜坂地域の小学生 15 人、
温泉地域の小学生 3人の計 18人が参加し、ユー
トピア浜坂からあじはら小経、京口の水神さん、
満願寺などを訪れました。そして、岡部館長から
川沿いにある昔からの石垣の積み方の違いや水と
共に浜坂の町が形成されてきたことなどの説明を
受けました。午後は以命亭でまが玉づくりなどを
して勉強しました。
　奥八田小学校の植村景太君は「いろんな種類の
石の積み方を教えてもらったのが印象に残った。
初めて知ったことがたくさんあり、とても勉強に
なった」と話していました。

以命亭ふるさと教室で学ぶ

館長の説明に熱心に聞き入る子どもたち

一生懸命、櫂（かい）を漕いで前に進む子どもたち
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「
浜
坂
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
利
用
者
」
の
募
集

　

本
町
は
、
育
児
を
し
て
い
る
人
を
対

象
と
し
て
、
仲
間
づ
く
り
を
し
な
が
ら

子
育
て
の
悩
み
や
不
安
を
話
し
合
い
、

子
ど
も
た
ち
の
心
と
体
が
健
や
か
に
育

つ
よ
う
子
育
て
支
援
の
充
実
を
図
っ
て

い
ま
す
。

　

浜
坂
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

子
ど
も
同
士
の
遊
び
や
お
母
さ
ん
同
士

の
交
流
、
親
子
遊
び
と
い
っ
た
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
通
し
て
子
育
て
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
も
「
遊
び
の

広
場
」
に
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

▼
活
動
日
程
と
そ
の
内
容　

毎
月
第
４

木
曜
日
発
行
の
広
報
し
ん
お
ん
せ
ん

（
お
知
ら
せ
版
）
に
掲
載
し
ま
す
。

▼
利
用
者
の
年
齢　

生
後
６
ヵ
月
以
上

で
保
育
所
、
幼
稚
園
入
園
ま
で
の
乳

幼
児
と
そ
の
保
護
者

▼
参
加
費　

無
料
（
た
だ
し
、
保
険

料
と
し
て
１
人
５
０
０
円
が
必
要
で

す
。
保
険
期
間
は
平
成
19
年
３
月
末

ま
で
）

I N F O R M A T I O N
わ
が
ま
ち

”新
温
泉
“

く
ら
し
の
情
報

H18（2006）.9.14

募　

集

　
（
例
）
保
護
者
１
人
、
子
ど
も
１
人

　
　

の
計
２
人
で
１
０
０
０
円

▼
募
集
期
限　

９
月
29
日
（
金
）

　

※
利
用
者
募
集
は
３
月
、
９
月
の
年

　

２
回
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

浜
坂
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
浜
坂
保
育
所
内
）

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
４
１
５
２

第
12
回
前
田
純
孝
賞
学
生
短
歌 

コ
ン
ク
ー
ル
作
品
の
募
集

　

次
代
を
担
う
若
者
に
郷
土
の
生
ん
だ

歌
人
前
田
純
孝
を
知
っ
て
も
ら
う
と
と

も
に
、
短
歌
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う

た
め
、
次
の
と
お
り
「
第
12
回
前
田
純

孝
賞
学
生
短
歌
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
作
品

を
募
集
し
ま
す
。

▼
テ
ー
マ　
「
海
を
歌
う
」「
温
泉
を
歌

う
」「
愛
す
る
人
に
贈
る
言
葉
」
の

い
ず
れ
か
で
、
未
発
表
の
作
品
に
限

り
ま
す
。

広報しんおんせん（9月号）

但馬検定テキストブック 「ザ ・ たじま」 の発刊について
　来年 3 月実施の但馬検定テキストブック「ザ・
たじま」を発刊し、9 月 6 日（水）から販売開始
しています。
　本テキストは、但馬検定を受講する人、観光関
係に従事している人、地元で地域学を学びたい人
及び但馬に興味のある人など幅広く活用していた
だけるよう作成しました。
　特に、項目と地図をリンクさせることで観光ガ
イドブックとしても役立つよう工夫しています。

◆頒　　価　1000 円

◆仕　　様　Ａ 5版、304 頁、一部カラー刷り

◆発行部数　2,000 部

―問い合わせ―
企画課　企画政策係℡（0796）82-5624

たくさんの子どもたちでにぎわう「子育て支援センター」
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後
、決
勝
は
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
行
う
。

▼
チ
ー
ム
編
成

　

①
一
般
の
部
（
中
学
生
以
上
。
男
女

　

混
成
も
可
）

　

②
一
般
女
子
の
部
（
中
学
生
以
上
の

　

の
女
性
）

　

③
ふ
れ
あ
い
の
部

▼
対
象　

新
温
泉
町
在
住
若
し
く
は
在

勤
の
人

▼
参
加
料　

無
料

▼
募
集
期
限　

10
月
13
日
（
金
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
９

　

教
育
委
員
会
分
室

　

℡（
０
７
９
６
）92
‐
１
１
３
１（
代
）

▼
応
募
作
品
数　

１
人
２
首
以
内

▼
対
象　

中
・
高
校
生
、
高
等
専
門
学

校
生
、
大
学
生
、
短
期
大
学
生
、
大

学
院
生
、
専
修
学
校
生
、
各
種
学
校

（
予
備
校
生
を
含
む
）
で
あ
れ
ば
ど

な
た
で
も
自
由
に
応
募
で
き
ま
す
。

▼
応
募
方
法　

所
定
の
応
募
用
紙
（
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
）
か
、
Ａ
４
版
４
０
０
字
詰
原
稿

用
紙
を
使
用
。

▼
応
募
料　

無
料

▼
作
品
集　

佳
作
以
上
の
入
賞
作
品
に

つ
い
て
は
『
作
品
集
』
を
作
成
し
、

入
賞
者
全
員
に
無
料
配
布
し
ま
す
。

▼
募
集
期
限　

11
月
30
日
（
木
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

浜
坂
先
人
記
念
館
「
前
田
純
孝
賞
」
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
４
４
９
０

「
新
温
泉
町
人
権
学
習
冊

子
」
の
名
称
募
集
！

　

本
町
は
、
人
権
尊
重
の
精
神
の
高
揚

を
図
り
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く
し
て

い
く
た
め
の
人
権
学
習
を
進
め
て
い
く

資
料
と
し
て
、
小
学
校
児
童
、
中
学
校

生
徒
の
人
権
作
文
を
中
心
に
編
集
し
た

「
新
温
泉
町
人
権
学
習
啓
発
冊
子
」
を

作
成
し
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
住
民
の
皆
さ
ま
か
ら
そ

の
冊
子
に
ふ
さ
わ
し
い
名
称
を
広
く
募

集
し
ま
す
。
皆
様
の
ご
応
募
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

▼
応
募
方
法　

所
定
の
用
紙
に
冊
子
の

名
称
と
住
所
、
氏
名
、
年
齢
を
ご
記

入
の
上
、
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会　

社
会
教
育
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
９

「
第
２
回
新
温
泉
町
ソ
フ
ト
バ
レ
ー 

ボ
ー
ル
大
会
」
参
加
チ
ー
ム

▼
と
き　

10
月
22
日
（
日
）

　

午
前
９
時
～

▼
と
こ
ろ　

健
康
公
園
体
育
館

▼
競
技
規
則　

　

①
１
チ
ー
ム
４
人
（
登
録
８
人
）

　

②
リ
ー
グ
戦
（
た
だ
し
、
チ
ー
ム
数

　

に
よ
り
変
更
あ
り
）
予
選
リ
ー
グ

広報しんおんせん（9月号）

H18（2006）.9.14

「新温泉町わが町再発見！絵画 ・写真展」 のご案内
　新温泉町の風景、行事などの絵画、写真作品約 40 点を

展示しています。すばらしい作品をご覧いただき、わが

町の魅力を再発見してください。

＜浜坂地域会場＞

◆期　間　8月 26日（土）～ 9月 27日（水）

◆場　所　浜坂先人記念館

＜温泉地域会場＞

◆期　間　10月 3日（火）～ 10月 22日（日）

◆場　所　八田コミュニティセンター

－問い合わせ－

浜坂先人記念館　℡（0796）82-4490

和気あいあいとプレーする参加者たち
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I N F O R M A T I O N
H18（2006）.9.14

第
38
回
温
泉
駅
伝
大
会

参
加
チ
ー
ム
の
募
集

▼
日
時　

10
月
15
日
（
日
）

▼
部
門
・
コ
ー
ス

◇
一
般
地
域
・
職
域
の
部
、
中
学
生
の

部
、
高
校
生
の
部

　

９
時
30
分
・
岸
田
郵
便
局
前
ス
タ
ー
ト

　

～
巌
山
寺
～
町
民
セ
ン
タ
ー
ゴ
ー
ル

（
９
区
間
・
17
・
６
㎞
）

◇
女
子
の
部
、
小
学
生
の
部

　

10
時
・
巌
山
寺
前
ス
タ
ー
ト
～
町
民

セ
ン
タ
ー
ゴ
ー
ル
（
５
区
間
・
６
・
９

㎞
）

▼
主
催　

新
温
泉
町

▼
参
加
資
格　

町
内
在
住
者
に
限
る

▼
チ
ー
ム
編
成　

地
区
単
位
、
隣
接
地

区（
浜
坂
地
域
以
外
は
３
地
区
ま
で
）

若
し
く
は
事
業
所
単
位
（
複
数
で
構

成
す
る
場
合
は
３
事
業
所
ま
で
）

▼
コ
ー
ス　
（
岸
田
郵
便
局
前
～
浜
坂

高
等
学
校
温
泉
校
～
照
来
小
学
校
～

町
民
セ
ン
タ
ー

▼
募
集
期
限　

９
月
25
日
（
月
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会
分
室（
温
泉
総
合
支
所
内
）

　

℡（
０
７
９
６
）92
‐
１
１
３
１（
代
）

兵
庫
県
生
活
創
造
大
学
「
但
馬
の
環
境

を
考
え
る
セ
ミ
ナ
ー
」
受
講
生
募
集

　

近
年
、
環
境
の
保
全
と
創
造
に
つ
い

て
関
心
が
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。「
気

に
な
る
け
ど
何
を
勉
強
し
た
ら
い
い
の

か
わ
か
ら
な
い
」、「
実
際
に
ど
ん
な

取
り
組
み
が
さ
れ
て
い
る
の
か
知
り
た

い
」
と
い
う
人
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

▼
開
催
期
間　

９
月
21
日
（
木
）
か
ら

11
月
２
日
（
木
）（
５
回
）

▼
開
催
場
所　

但
馬
生
活
科
学
セ
ン

タ
ー
（
豊
岡
市
）
ほ
か

▼
内
容　

こ
れ
ま
で
の
環
境
へ
の
取
り

組
み
と
こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み
を
知

る　

他

▼
募
集
対
象　

県
内
に
在
住
ま
た
は
在

勤
、
在
学
し
て
い
る
学
習
意
欲
の
あ

る
人

▼
募
集
人
数　

30
人

▼
受
講
料　

１
８
０
０
円

▼
問
い
合
わ
せ

　

県
立
但
馬
生
活
科
学
セ
ン
タ
ー

　

℡
（
０
７
９
６
）
23
‐
０
９
９
９

広報しんおんせん（9月号）

各種相談のご案内
身
障
相
談

期　日 時　間 場　所 対　象 問い合わせ

9月20日（水） 午後1時30分～ 4時 温泉保健福祉センター
「すこやか～に」 温泉地域を対象 社会福祉協議会温泉支部

TEL（0796）92-1866

9月21日（木） 午後1時～ 3時 役場 浜坂地域を対象 社会福祉協議会浜坂支部
TEL（0796）82-1071

警
察
被
害
相
談

名　　　称 時　　間 電話番号 備　　考
性犯罪被害110番
　レディースサポートライン 午前9時～午後5時 （078）351-0110 女性警察官が対応

（土・日曜日、祝日を除く）

少年相談室ヤングトーク 午前9時～午後5時30分 0120-786-109 少年相談専門員が対応
（土・日曜日、祝日を除く）

ヤミ金融・悪質商法110番 24時間対応 （078）371-9110 ―

暴力110番ヤクザゼロ 24時間対応 0120-20-8930 ―

心
配
ご
と
相
談

期　日 時　間 場　所 対　象 問い合わせ

9月20日（水） 午後1時30分～ 4時 温泉保健福祉センター
「すこやか～に」 温泉地域を対象 社会福祉協議会温泉支部

TEL（0796）92-1866

9月27日（水） 午後1時30分～ 4時 役場 浜坂地域を対象 社会福祉協議会浜坂支部
TEL（0796）82-1071
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歌
謡
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

▼
と
き　

10
月
28
日
（
土
）

　

午
後
6
時
30
分
開
演

▼
と
こ
ろ　

夢
ホ
ー
ル

▼
主
催　

歌
で
地
域
交
流
の
輪
を
広
げ

　

よ
う
実
行
委
員
会

▼
後
援　

新
温
泉
町
、
香
美
町

▼
出
演
団
体

◇
第
1
部

　

さ
ざ
な
み
会
、
倉
吉
み
こ
し
ネ
ッ
ト

　

風
雅
、
青
下
婦
人
傘
踊
り
ク
ラ
ブ
、

　

各
地
域
の
歌
謡
愛
好
家
ほ
か
（
友
情

　

出
演
）
濱
田
陽
子
（
ダ
イ
プ
ロ
・
エ
ッ

　

ク
ス
）

◇
第
２
部

　

特
別
ゲ
ス
ト　

秋
岡
秀
治
（
日
本
ク

　

ラ
ウ
ン
）、谷
本
知
美（
東
芝
Ｅ
Ｍ
Ｉ
）

▼
チ
ケ
ッ
ト　

前
売
り
券
３
０
０
０
円

　
（
当
日
券
３
５
０
０
円
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

新
日
本
海
新
聞
社
但
馬
支
社

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
４
５
４
１

　

み
ん
な
で
見
に
来
て
ね

新
温
泉
町
子
ど
も
た
ち
の

手
づ
く
り
工
夫
作
品
展

　

町
内
小
・
中
学
生
の
夏
休
み
手
づ
く

り
工
夫
作
品
を
展
示
し
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
の
想
像
力
あ
ふ
れ
る
す
ば
ら
し
い

作
品
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

▼
日
程

（
浜
坂
会
場
）

◇
と
き　

９
月
23
日
（
土
）、24
日
（
日
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時

◇
と
こ
ろ　

浜
坂
多
目
的
集
会
施
設

（
温
泉
会
場
）

◇
と
き　

９
月
15
日（
金
）～
20
日（
水
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時　

※
た
だ
し
、
18
日
（
月
）
休
館
。
20
日

（
水
）
は
、
午
後
９
時
ま
で
開
館

◇
と
こ
ろ　

温
泉
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
す
こ
や
か
～
に
」

▼
主
催　

新
温
泉
町
教
育
委
員
会

▼
出
展
内
容　

手
作
り
作
品
、
遊
具
、

　

民
芸
品
及
び
研
究
作
品

▼
問
い
合
わ
せ

　

浜
坂
公
民
館

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
４
３
３
９

　

温
泉
公
民
館

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
８
７
０

「
法
人
税
法
等
の
説
明

会
」
の
ご
案
内

（
新
温
泉
町
会
場
）

▼
日
時　

10
月
17
日
（
火
）

　

午
後
１
時
30
分
～

▼
場
所　

浜
坂
多
目
的
集
会
施
設

（
豊
岡
市
会
場
）

▼
日
時　

10
月
18
日
（
水
）

　

午
後
1
時
30
分
～

▼
場
所　

じ
ば
さ
ん
Ｔ
Ａ
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ａ

（
豊
岡
市
）

※
い
ず
れ
か
ご
都
合
の
よ
い
方
に
ご
出

　

席
く
だ
さ
い
。

‐
問
い
合
わ
せ
‐

　

豊
岡
税
務
署
法
人
課
税
第
１
部
門

　

℡
（
０
７
９
６
）
22
‐
２
１
５
９

「
た
じ
ま
動
物
愛
護
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
２
０
０
６
」
の
ご
案
内

　

人
と
動
物
が
共
生
す
る
社
会
づ
く
り

の
推
進
を
目
的
と
し
て
次
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
。

▼
日
時　

９
月
30
日
（
土
）

▼
場
所　

コ
ー
プ
デ
イ
ズ
豊
岡
店
（
豊

岡
市
）

▼
主
催　

兵
庫
県
獣
医
師
会
但
馬
支

部
・
但
馬
獣
医
師
会
・
兵
庫
県
豊
岡

健
康
福
祉
事
務
所

▼
内
容　

長
寿
犬
表
彰
、
パ
ネ
ル
展
示
、

缶
バ
ッ
チ
プ
レ
ゼ
ン
ト
、
動
物
と
ふ

れ
あ
お
う
！
、獣
医
さ
ん
の
コ
ー
ナ
ー
、

ス
ト
ー
ン
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
な
ど

▼
問
い
合
わ
せ

　

兵
庫
県
豊
岡
健
康
福
祉
事
務
所

　

℡
（
０
７
９
６
）
26
‐
３
６
６
６

　

「
絵
本
に
親
し
む
会
」
の

ご
案
内

▼
と
き　

9
月
22
日
（
金
）

　

午
前
10
時
30
分
～
11
時

▼
と
こ
ろ　

温
泉
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
「
す
こ
や
か
～
に
」

▼
内
容　

絵
本
、
紙
芝
居
の
読
み
聞
か

せ
、
手
遊
び
な
ど

▼
問
い
合
わ
せ

　

社
会
福
祉
協
議
会
温
泉
支
部

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
８
６
６

広報しんおんせん（9月号）

H18（2006）9.14

ご
案
内



22

I N F O R M A T I O N

無
料
法
律
相
談

▼
日
時　

10
月
21
日
（
土
）

　

午
後
１
時
～
４
時

▼
場
所　

豊
岡
市
民
会
館
（
豊
岡
市
）

▼
内
容　

司
法
書
士
に
よ
る
登
記
、
相

続
、
多
重
債
務
、
消
費
者
問
題
、
成

年
後
見
な
ど
の
無
料
相
談

▼
そ
の
他　

予
約
制
で
す
。

　
（
予
約
受
付
時
間　

午
前
９
時
～
午

後
５
時
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

兵
庫
県
司
法
書
士
会
但
馬
支
部

　
　

司
法
書
士
法
律
相
談
委
員
会

　

℡
（
０
７
９
）
６
６
５
‐
８
０
２
５

自
賠
責
保
険
・
共
済
の
有
効

期
限
は
切
れ
て
い
ま
せ
ん
か

　

自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
万
が
一
の

自
動
車
事
故
に
あ
っ
た
際
の
基
本
的

な
対
人
賠
償
を
目
的
と
し
て
、
原
動
機

付
自
転
車
を
含
む
す
べ
て
の
自
動
車
に

加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で

す
。

　

車
検
制
度
の
な
い
２
５
０
cc
以
下
の

バ
イ
ク
は
有
効
期
限
切
れ
、
か
け
忘
れ

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
詳
し
い
内
容
は
、

　

http://w
w
w
.jibai.jp

を
ご
覧
く
だ

　

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

税
務
課　

住
民
税
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
１
１
３

児
童
扶
養
手
当
現
況
届
・
特
別
児
童
扶
養

手
当
所
得
状
況
届
の
提
出
が
ま
だ
の
人
へ

　

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手

当
を
継
続
し
て
受
給
す
る
た
め
に
は
、

毎
年
現
況
届
・
所
得
状
況
届
を
提
出
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
届
け
出
を

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
18
年
８

月
分
以
降
の
受
給
資
格
の
有
無
及
び
支

給
額
が
決
定
さ
れ
ま
す
。
ま
だ
提
出
を

し
て
い
な
い
人
、
書
類
不
足
で
手
続
が

完
了
し
て
い
な
い
人
は
、
速
や
か
に
届

け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
届
け
出
に
必
要
な
も
の

　

①
案
内
送
付
時
に
同
封
し
た
書
類　

　

②
印
鑑

　

③
手
当
証
書

▼
申
請
窓
口

　

福
祉
課
ま
た
は

　

温
泉
総
合
支
所　

住
民
福
祉
課

▼
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課　

児
童
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
０

阪
神
東
南
部
地
域
で
の
デ
ィ
ー
ゼ

ル
自
動
車
等
運
行
規
制
に
つ
い
て

　

平
成
16
年
10
月
か
ら
阪
神
南
東
部
地

域（
神
戸
市
灘
区
、同
東
灘
区
、尼
崎
市
、

西
宮
市
（
南
部
）、
芦
屋
市
、
伊
丹
市
）

で
、
自
動
車
Ｎ
Ｏ
ｘ
・
Ｐ
Ｍ
法
の
排
出

基
準
に
適
合
し
な
い
車
両
で
、
車
両
総

重
量
８
㌧
以
上
の
貨
物
自
動
車
等
（
バ

ス
に
あ
っ
て
は
定
員
30
人
以
上
）
の
運

行
規
制
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

本
町
内
の
登
録
車
両
も
順
次
、
運
行

規
制
の
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
注
意
が

必
要
で
す
。

　

な
お
、
最
新
規
制
適
合
車
等
へ
の
買

い
替
え
等
に
つ
い
て
、
特
別
融
資
・
貸
与

等
の
各
種
支
援
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

兵
庫
県
健
康
生
活
部
大
気
課

　

℡
（
０
７
８
）
３
６
２
‐
９
０
９
２

H18（2006）.9. 14

広報しんおんせん（9月号）

 

お
知
ら
せ

加藤文太郎記念図書館からのお知らせ
　《図書館ボランティアの活動》

　加藤文太郎記念図書館は、平成 17年度から「図
書館ボランティア」を公募し、ボランティアの皆
さまに児童奉仕・環境美化・資料提供と各班にわ
かれて活動していただいています。
①児童奉仕では、各小学校、保育所などで随時絵
　本の読み聞かせなどのおはなし会をしていただ
　いています。
②環境美化では、草刈りや花植え、水やり等と汗
　だくになりながら図書館のまわりを美しく整備
　していただいています。
③資料提供では、返却された本を書架に返す作業
　や本の整理をしていただいています。

　図書館はこのように皆さんのご協力のおかげで、
心地良くご利用いただいています。本当にありが
とうございます。心より感謝申し上げます。

－問い合わせ－
加藤文太郎記念図書館
℡（0796）82 ‐ 5251

 

相　

談
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上
映
会
参
加
者
感
想
・
意
見 

　
　
　
　
（
大
人
、
一
部
）

■
実
際
に
足
の
不
自
由
な
人
が
い
る

の
で
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
良

か
っ
た
。

■
大
変
感
動
し
た
。
わ
が
子
が
集
中
し

　

　

て
一
生
懸
命
見
て
い
た
の
が
印
象
に

残
っ
た
。
ま
た
、
親
と
し
て
の
あ
り

方
も
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

■
ほ
か
の
人
に
も
見
て
い
た
だ
き
た

い
。
日
ご
ろ
何
気
な
く
使
っ
て
い
る

言
葉
、
行
動
等
あ
ら
た
め
て
考
え
な

が
ら
、
今
後
努
力
し
て
い
き
た
い
。

■
子
ど
も
た
ち
の
い
じ
め
に
は
、
大
人

が
大
い
に
関
係
し
て
い
る
。
自
分
で

も
、
反
省
し
な
く
て
は
い
け
な
い
点

が
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。

■
子
ど
も
た
ち
も
最
後
ま
で
見
て
い

た
。
自
分
自
身
、
ほ
か
の
人
に
は
わ

か
ら
な
い
障
害
を
持
っ
て
い
る
の

で
、
ぜ
ひ
ほ
か
の
人
た
ち
に
も
見
て

い
た
だ
き
た
い
。
内
容
が
、
親
子
で

見
て
も
と
て
も
良
い
も
の
だ
っ
た
。

■
体
の
不
自
由
な
人
を
見
て
も
、
見
な

か
っ
た
よ
う
な
顔
を
し
て
か
か
わ
り

あ
い
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

が
あ
る
。
考
え
方
を
少
し
変
え
な
け

れ
ば
と
思
っ
た
。

■
大
変
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。
み
ん
な
に

や
さ
し
く
親
切
に
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
と
思
う
。
つ
い
つ
い
忘
れ
が
ち
に

な
る
。
大
切
な
も
の
は
何
な
の
か
、
よ

く
考
え
さ
せ
ら
れ
た
ビ
デ
オ
だ
っ
た
。

■
私
た
ち
の
ち
ょ
っ
と
し
た
言
葉
や
感

情
に
よ
り
人
々
の
心
ま
で
切
り
裂
く

こ
と
、
ま
た
、
み
ん
な
同
じ
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
健
常
者
の
認
識
の
な

さ
を
痛
感
し
た
。

■
私
の
身
の
ま
わ
り
に
も
た
く
さ
ん
あ

る
こ
と
だ
と
再
認
識
し
た
。
心
の
問

題
の
重
要
さ
な
ど
、
こ
の
よ
う
な
学

習
を
し
た
時
は
大
変
自
覚
し
た
。
今

後
も
こ
の
自
覚
を
持
続
せ
ね
ば
と

思
っ
た
。

　　

こ
の
ア
ニ
メ
ド
ラ
マ
は
、
リ
ハ
ビ
リ

で
よ
う
や
く
歩
け
る
よ
う
に
な
っ
た
も

の
の
、
み
ん
な
と
同
じ
よ
う
に
歩
く
こ

と
の
で
き
な
い
け
な
い
小
学
校
に
入
学

し
た
女
の
子
を
描
い
た
作
品
で
す
。
長

編
で
す
が
、
就
学
前
の
お
子
さ
ま
か

ら
大
人
ま
で
幅
広
く
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

‐
問
い
合
わ
せ
‐

　

文
化
会
館

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
３
２
８

広報しんおんせん（9月号）

H18（2006）.9.14

上
映
会
で
大
好
評
！

「
人
権
啓
発
ビ
デ
オ
・
ア
ニ
メ
５
等
に
な
り
た
い
」ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

８
月
の
「
差
別
を
な
く
し
人
権
文
化
を
す
す
め
る
」
町
民
運
動
推
進
強
調
月
間
に
、

障
が
い
・
い
じ
め
問
題
等
を
テ
ー
マ
と
し
た
人
権
学
習
会
「
ア
ニ
メ
ド
ラ
マ
（
５
等

に
な
り
た
い
）」
上
映
会
を
行
い
ま
し
た
。
10
地
区
・
１
団
体
で
開
催
さ
れ
、
就
学

前
の
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
２
６
６
人
が
視
聴
し
ま
し
た
。

　

大
人
の
参
加
者
の
う
ち
６
割
の
人
が
「
大
変
良
か
っ
た
」、３
割
の
人
が
「
良
か
っ

た
」
と
答
え
る
な
ど
、
大
変
多
数
の
感
想
・
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
感
想
・
意

見
の
一
部
を
抜
粋
し
紹
介
し
ま
す
。

各地区で開催された「人権学習会」




